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１．事業の概要

2

単位：m

起点 ：長生郡長南町千田

終点 ：茂原市三ケ谷

延長 ： Ｌ＝7.2㎞

幅員 ： W＝9.5m（2車線）

道路規格 ： 第3種第2級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ： 215.1億円

ちょうせいぐん   ちょうなんまち     せんだ

もばらし           さんがや

計画概要 茂原一宮道路の位置

（１）計画の概要

計画横断図

（主
）茂
原
夷
隅
線

茂原長南IC

(一)南総一宮線

茂原一宮道路 Ｌ=12.2km

事業中

Ｌ＝7.2km

長
生
郡
長
南
町
千
田

茂
原
市
三
ケ
谷

再評価区間

Ｌ=5.0km
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１．事業の概要
（１）計画の概要
●茂原・一宮・大原道路の一部を構成する茂原一宮道路（長生グリーンライン）は、長南町か

ら茂原市を経由して一宮町まで全線１２．２ｋｍの道路である。
●茂原・一宮・大原道路は、鴨川・大原道路、館山・鴨川道路とともに、首都圏中央連絡自動

車道（以下「圏央道」という。）の整備効果を外房地域へ広く波及させ、観光の振興、防災
力の強化を図るとともに、外房地域の骨格を形成する道路である。

■外房地域の高規格道路
N

S

EW



２．事業の進捗状況
（１）前回事業評価以降（令和４年度）の主な整備状況

年度 茂原一宮道路 事業進捗状況

平成12年度 事業着手（再評価区間）

平成13年度 用地買収着手

平成14年度 工事着手

平成25年4月 １工区（国道409号～茂原長南IC 約0.7km）供用開始

令和2年5月 ２工区（茂原長南IC～(町)利根里線 約1.5km）供用開始

令和5年度 事業着手（二期）

令和6年3月 ２工区（(町)利根里線～県道茂原大多喜線 約2.5km）供用開始

現在
用地買収、道路改良工を実施中
事業進捗率７７％（令和７年度末予定）
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茂原長南IC長
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一般国道４０９号 茂原一宮道路（再評価区間） Ｌ＝7.2km

１工区L=0.7km
H25.4開通

L=1.5km
R2.5開通

３工区 L=2.5km２工区 L=4.0km

事業中（二期区間）

L=2.5km
R6.3開通

茂
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田
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：評価区間/供用済
：評価区間/事業中
：事業中
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：高速道路
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■開通区間の状況



２．事業の進捗状況
（２）－１ 事業費増加について

前回評価（Ｒ４再評価）
約１７３.２億円

今回評価（Ｒ７再評価）
約２１５．１億円（約４１.９億円増）

項目 内容

工事費の増加
（４１．９億円）

①盛土材料の変更（改良土）に伴う事業費の増加（２６．２億円）

②市道の機能補償道路を整備するため、横断函渠を新設（４．９億円）

③地盤改良工の追加に伴う事業費の増加（７．４億円）

④労務費・資材コストの上昇による増加 （３．４億円）
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２．事業の進捗状況
（２）－２ 事業費増加の要因①

盛土材料の変更（改良土）に伴う事業費の増加 （２６．２億円 増）
●当初、他事業の工事で発生する土砂を流用する計画であったが、用地取得が遅延したこと

から流用できなくなったため、盛土材料を再検討した結果、近隣の工事で発生する土砂の
改良土に変更する必要が生じた。
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必要土量(㎥) 単価(円/㎥) 費用(億円)

358,000 7,320 ２６．２

切土
盛土

■位置図

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

前
回
計
画

変
更
計
画

他事業土砂搬出

用地買収

盛土工事

用地買収

盛土工事

他事業土砂搬出

まとまった用地の確保できた箇所から土砂を搬入し、盛土工事を実施

用地取得の遅延

まとまった用地の確保が遅延し、土砂の流用ができず、他事業で流用
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他事業土砂搬出(改良土)



２．事業の進捗状況
（２）－２ 事業費増加の要因②

市道の機能補償道路を整備するため、横断函渠を新設（４．９億円 増）
●当該道路の終点部において、地元地区や関係機関との協議の結果、地元から農地の分断を回避

する強い要望があり、１３号函渠、１４号函渠を新設し、機能補償道路の整備を行う。
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■事業費の増加額

凡 例
：茂原一宮道路（評価区間/事業中）
：茂原一宮道路（事業中）
：機能補償道路（今回追加）
：機能補償道路
：本線南側市道
：農地

農地分断の機能補償道路として
市道への横断函渠の設置を決定

１３号函渠
１４号函渠

変更箇所 増加額

１３号函渠 １．８億円

１４号函渠 ３．１億円

計 ４．９億円

■拡大図

右折不可



２．事業の進捗状況
（２）－２ 事業費増加の要因③

地盤改良工の追加に伴う事業費の増加（７．４億円 増）
●９号函渠、１０号函渠及び５号橋橋梁背面部の補強土壁において地質調査を実施したところ、

軟弱地盤が確認されたことから、地盤改良工が必要となった。
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■地盤改良工追加に伴う事業費の増加額

変更箇所 増加額

９号函渠 ０．６億円

１０号函渠 ２．５億円

５号橋梁背面盛土区間 ４．３億円

計 ７．４億円

■断面図（変更）

←茂原一宮道路（本線）→ 

本線盛土

軟弱地盤 地盤改良工

■断面図（当初想定）

←茂原一宮道路（本線）→ 

本線盛土

支持層

支持層

橋梁背面の土工区間 10号函渠９号函渠

■位置図

５号橋梁
農
地

茂原一宮道路 



２．事業の進捗状況
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（２）－２ 事業費増加の要因④

〇 残 工 事 に 対 し て の 工 事 費 割 増 3 3 . 6 億 円 （ 残 事 業 費 等 ） × 1 . 0 8 ＝ 3 6 . 3 億 円 増 額 約 2 . 7 億 円

〇 週 休 2 日 制 度 の 取 組 割 増 3 3 . 6 億 円 （ 残 事 業 費 等 ） × 1 . 0 2 ＝ 3 4 . 3 億 円 増 額 約 0 . 7 億 円

労 務 単 価 ・ 資 材 コ ス ト 上 昇 に よ る 増 額 合 計 2 . 7 億 円 ＋ 0 . 7 億 円 ＝ 約 3 . 4 億 円

引 用 元 （ 出 典 ）
・ 建 設 工 事 費 デ フ レ ー タ ー ： 国 土 交 通 省
h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / s o g o s e i s a k u / j o u h o u k a / c o n t e n t /
d e f n e n d o _ 2 5 0 5 3 0 . x l s x

・ 工 事 に お け る 週 休 ２ 日 制 度 の 取 得 に 要 す る 費 用 計 上 に つ い て （ 試 行 ） ：
国 土 交 通 省 （ 令 和 7 年 3 月 1 2 日 ）

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / t e c / c o n t e n t / 0 0 1 8 7 3 4 2 8 . p d f

■建設工事費デフレーター ■完全週休２日（土日）適用工事（令和7年時点）

経費 補正係数

労務費 1.02

共通仮設費率 1.02

現場管理費率 1.03

平均値 1.02

※ 令 和 ４ 年 度 を 基 準 に 建 設 費 デ フ レ ー タ ー を 設 定

労務単価・資材コスト上昇による増加（３．４億円 増）
●建設費デフレーターによる令和13年度までの工事費上昇による事業費増 約２．７億円
●週休2日制度の取組による事業費増 約０．7億円

 合計  約３．４億円

設計工事費
デフレーター

R4年度 R5年度 R6年度

土木総合 100.0 102.9 107.5

100.0 102.9 107.5

0.0

50.0

100.0

150.0

R4年度 R5年度 R6年度

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/content/defnendo_250530.xlsx
https://www.mlit.go.jp/tec/content/001873428.pdf
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２．事業の進捗状況

H12 H15 H20 H25 H30 R5 R10        R13

平成４年度
事業評価時

工期：H12～R9

令和７年度
事業評価時

工期：H12～R13

R9

R13
４年

延伸理由
用地取得交渉が難航している箇所があることから、事業期間を令和９年度から

令和１３年度に延伸する。

全 体 ９３％

１工区（国道４０９号～茂原長南ＩＣ） ※供用済 １００％

２工区（茂原長南ＩＣ～茂原大多喜線） ※供用済 １００％

３工区（茂原大多喜線～広域農道） ８０％

＜参考＞用地進捗状況（令和７年度末予定）

Ｒ７現在

○事業期間の延伸



（１）渋滞の状況
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３．社会経済情勢

●現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号では混雑時旅行速度が県平均（２７．３km/h）を下回る
区間が散見され、交通混雑が発生しており、また、混雑度が１．０を超える区間がある。

●また、（仮称）昭和橋北交差点は主要渋滞箇所に特定されている。

出典： R3道路交通センサス混雑時旅行速度

■現道区間の渋滞状況

撮影地点：上茂原交差点(茂原市上茂原地先)

■現道区間の混雑度と混雑時旅行速度の状況

■現道区間の旅行速度の変化



（２）交通事故の状況
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●現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号では、死傷事故率が県平均（４１．０件/億台キロ）を著
しく上回る区間がみられる。

●また、現道の交通事故の多くは渋滞が要因の一つである追突事故が約５割を占めている。

３．社会経済情勢

■現道区間の交通事故の発生状況について■現道区間の死傷事故率の変化

出典：交通事故統合データベース（R1～R4）

出典：交通事故統合データベース（R1～R4）

■現道区間の事故類型

41.5%

51.1%

18.8%

21.4%

11.2%

12.2%

10.5%

10.7%

6.3%

0.8%

2.2%

1.5%

1.2%

8.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

千葉県

評価区間

追突 出会い頭 右折 人対車両
左折 正面衝突 車両単独 その他車両相互

【事故件数

131件/4年】

【事故件数

23,711件/4年】

追突事故が県平均

より10％ほど高い



４．事業の投資効果
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（１）費用便益比の算定

社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和７年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業
費

道路維持管
理に要する
費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ
令和７年８月
国土交通省

道路局 都市局

デ
フ
レ
ー
タ

道路構造物
の更新に要
する費用



（２）便益の算定方法
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４．事業の投資効果

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝ 道路整備無の走行経費  －  道路整備有の走行経費

＝ 道路整備無の走行時間の価値  －  道路整備有の走行時間の価値

＝ 道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）



４.事業の投資効果
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（３）費用便益比の算定結果
今回再評価（R7） 前回再評価（R4） 備考

費用便益マニュアル 令和７年８月版 令和４年２月版 最新の原単位への更新

対象延長 ７．２ｋｍ ７．２ｋｍ

基準年次 令和７年度 令和４年度

供用予定年次 令和１３年度 令和９年度

分析対象期間 供用後５０年 供用後５０年

基礎データ
平成２７年度

道路交通センサス
平成２７年度

道路交通センサス
基礎データの更新
（現況ネットワークの見直し）

計画交通量 １０８～１５９（百台／日） ９７～１３９（百台／日）

総便益（Ｂ） ３５７億円 ３１１億円
基礎データの更新
基準年次の更新

総費用（Ｃ） ２９８億円 ２２５億円 事業費の増加

Ｂ／Ｃ １．２ １．４

B/Cの
比較

今回再評価（R7） 前回再評価（R4） 備考

事業費 ２１５．１億円 １７３．２億円 ４１．９億円増加

事業費
の比較



【事業全体】

【残事業】

基準年：令和７年度
 
 注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
 注２）費用及び便益額は整数止めとする。
 注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

（４）費用便益比（個別評価：再評価区間）
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４．事業の投資効果

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

３３７億円 １６億円 ４億円 ３５７億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１．２
２９０億円 ９億円 ２９８億円

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

２３５億円 ２億円 １億円 ２３８億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

５．５
４０億円 ３億円 ４３億円
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（５）整備効果（走行時間の短縮）

４．事業の投資効果

●一宮海水浴場や2020東京オリンピックのサーフィン会場である釣ヶ崎海岸を有する一宮町では、
圏央道（東金・木更津間）の開通後、サーフィンを目的とした来客が増加している。

●茂原一宮道路の供用により釣ヶ崎海岸から圏央道の茂原長南ＩＣまでの所要時間が約１４分
短縮され、観光・物流などの産業活動に寄与する。

※開通前：R3道路交通センサス混雑時旅行速度
開通後：事業区間は60km/hを使用

出典:千葉県ＨＰ、一宮町ＨＰ

2020東京オリンピック会場
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開通前

開通後（評価区間）

約44分

約14分短縮 約30分

■所要時間の短縮（釣ヶ崎海岸までの所要時間）

出典：千葉県観光入込調査（H21～ R5年）

■長生地域の主な観光施設（１万人以上）

凡 例
：開通前の利用経路
：開通後の利用経路
：茂原一宮道路（評価区間/供用済）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中）
：茂原一宮道路（事業中）
：主要観光施設（10万人以上）
：主要観光施設（10万人未満）
：国道
：主要地方道

■一宮町（サーフィン）の観光入込客数の推移

出典：R5千葉県観光入込調査
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開通前 約93％
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開通前

約48分

開通後

約37分
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（６）救急医療活動の支援（便益の算定に含まれていない効果）

●茂原一宮道路の整備により、睦沢町役場～東千葉メディカルセンターまでの搬送時間が短縮す
ることから、救命率の向上に寄与する。

●搬送時間が１１分短縮されることで、多量出血による重症患者の救命率が約１８％向上する。

東
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タ
ー

睦
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場

開通前

■搬送時間の短縮による救命率の向上

※R3道路交通センサス混雑時旅行速度より算出

■搬送時間の短縮

搬送時間が11分短縮し、多量出血に
よる重症患者の救命率が約18%向上

４．事業の投資効果

開通後(評価区間)

約11分
短縮

約37分※

※開通前：R3道路交通センサス混雑時旅行速度
開通後：事業区間は60km/hを使用

睦沢町役場～東千葉メディカル
センターまでの搬送時間が
約11分短縮

消防本部の声
（R4.1ヒアリングより）

■東千葉メディカルセンターへの３０分到達圏域の拡大

茂原長南IC

東金IC

※R2国勢調査メッシュ人口
R3道路交通センサス混雑時旅行速度
長生地域：茂原市、一宮町、睦沢町、長生村、白子町、長柄町、長南町
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開通後の利用経路

長生地区

23.5%

山武地区

61.6%

その他

千葉県

12.1%

県外

2.8%

東千葉メディカルセンターの

救急搬送受入の状況（R5年度）

茂原一宮道路

・現在の開通区間だけでも十分早く移動できるようになった
  と感じています。
・茂原市三ケ谷から一宮町一宮まで延伸されれば、
救急搬送時のルートとして利用されると考えられます。

東千葉メディカルセンター

睦沢町役場

茂原長柄SIC

約48分

開通前の利用経路

整備前30分到達圏域        長生地域
      整備後30分到達圏域

茂原市
白子町

長柄町

長南町

睦沢町
一宮町

長生村

大網白里市

九十九里町

東金市

■30分到達圏域の拡大
◎人口：423百人（48百人増）
◎面積：88㎢（15㎢ 増）



供用開始後（別ルートの確保）

供用開始前

●一般国道１２８号、一般国道４０９号は長生地域の東西を結ぶ主要な幹線道路であるが、交通混雑
が発生している状況である。

●茂原一宮道路の整備により、長生地域を東西に結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化が図られる。

４．事業の投資効果
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（７） 緊急輸送道路ネットワークの強化（便益の算定に含まれていない効果）

■長生地域の緊急輸送道路の状況

昭和橋北

凡 例
：茂原一宮道路（評価区間/供用済）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中）
：茂原一宮道路（事業中）
：主要渋滞箇所
：主なヘリコプター臨時着陸場適地
：広域防災拠点（救援部隊）

出典：千葉県観緊急輸送道路図（令和３年３月）
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409

道の駅
むつざわ つどいの郷

緊急輸送道路
：高規格幹線道路等【１次路線】

：一般国道（指定外）､県道等【１次路線】
：有料道路【１次路線】
：一般国道、県道等【２次路線】
：県道、市町道等【３次路線】

供用 計画

現道区間：上茂原交差点(茂原市上茂原地先)
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（８）地域防災機能の強化
●茂原一宮道路の整備により長生地域を東西に結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化が図られる。
●評価区間は、洪水による浸水想定区域を避けたルートや盛土・橋梁構造を中心とした計画により、

災害などに強い道路であり、災害発生時のリダンダンシーが向上する。

■長生地域の洪水浸水想定区域と緊急輸送道路の状況

出典：重ねるハザードマップ 洪水浸水想定区域（計画規模）
 千葉県緊急輸送道路図（令和３年３月）

４．事業の投資効果

一宮川

凡 例
：浸水想定区域の通過区間
：茂原一宮道路（評価区間/供用済）
：茂原一宮道路（評価区間/事業中）
：茂原一宮道路（事業中）

緊急輸送道路
：高規格幹線道路等【１次路線】

：一般国道（指定外）､県道等【１次路線】
：一般国道、県道等【２次路線】
：県道、市町道等【３次路線】

供用 計画

道の駅
むつざわ つどいの郷

■河川が氾濫した際に浸水
が想定される水深

洪水浸水想定区域を
避けた道路計画



６．コスト縮減

• 新技術・新工法等の積極的な活用を 

図り、コスト縮減に努めながら、事業を

推進していく。

コスト縮減への取り組み

５．コスト縮減
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【理由】

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『１．２』

○整備効果

• 交通の転換による並行する現道区間の渋滞緩和や交通事故の減少

• 道路の新設による走行時間の短縮

• 長生地域の救急医療活動の支援の強化

• 長生地域の東西を結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化

• 長生地域の防災機能の強化

６．対応方針（案） 

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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